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HP1の特徴
詳細は巻頭カラー図５，本文第２
章–４（125ページ図１C）を参照

EGFP-MBD-nls 融合タンパク質
によるグローバルDNAメチル化
の可視化によって明らかとなっ
た核内ヘテロクロマチン編成の
分化に伴った変動
詳細は巻頭カラー図３A，本文第１
章 –８（92ページ図３A）を参照

Triton X-100 処理による膜透過
化細胞を用いたヒストン交換・
アセンブリの再構成
詳細は本文第２章–８（157 ページ
図３B）を参照

H3K36 メチル化酵素Whsc1 欠
損によるマウスの発生異常
左は正常，右は欠損マウス（E18.5）．
骨染色では胸骨，頭頂骨の骨化の遅
延が認められる〔写真提供：浦 聖
恵（大阪大学大学院医学系研究科）〕

初期胚核でのメチル化DNAの核内局在性変化と体細胞クローン胚と
の比較
詳細は巻頭カラー図10A，本文第３章 –１（165ページ図４A）を参照

胚発生に影響のないイメー
ジングシステム
詳細は巻頭カラー図８A，本文
第３章 –１（163 ページ図２B）
を参照


